
金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

し
て
近
郷
を
押
領
せ
し
に
依
っ
て
.
信
長
公
遁
鋤
ひ
給
ひ
し
時
.
字

川
村
へ
退
去
す
と
。
今
按
宇
る
に
‘
三
谷
は
能
美
郡
に
て
小
松
の
近

邑
た
り
。
宇
川
村
は
邸
ち
鵜
川
村
を
い
へ
り
。
叉
三
蜜
記
に
、
天
正

八
年
十
一
月
廿
自
に
越
前
柴
岡
修
理
允
勝
家
よ
り
飛
脚
到
来
、
今
月

朔
日
に
加
賀
闘
の
一
授
共
打
起
っ
て
、
上
方
へ
褒
向
す
と
聞
え
し
ゅ

ゑ
、
府
中
の
侍
・
大
聖
寺
の
侍
共
御
幸
塚
ま
で
催
し
て
、
数
千
騎
押
寄

討
取
首
岐
の
中
に
、
字
川
常
徳
寺
・
同
新
四
郎
と
書
き
峨
せ
た
り
。
北

陸
七
闘
志
に
も
、
実
正
八
年
柴
田
勝
家
等
加
賀
固
に
討
入
る
。
佐
久
間

玄
審
允
盛
政
謀
略
を
廻
し
、
尾
山
城
を
攻
取
っ
て
.
岸
田
入
選
常
徳

繍
・
一
子
藤
六
等
の
賊
徒
悉
く
討
取
り
、
加
州
平
均
に
及
ぶ
と
あ
り
。

。

祇

園

結

此
の
一
位
は
常
徳
寺
の
甫
隣
に
て
、
延
貨
の
金
津
闘
に
、
規
行
院
と
あ

り
。
按
宇
る
に
.
規
行
院
は
営
祉
の
別
賞
に
て
、
後
願
行
寺
と
て
修

験
波
の
山
伏
也
。
明
治
二
年
紳
悌
混
講
御
陵
止
に
付
き
.
願
行
寺
復

飾
し
て
泉
守
衡
と
改
稽
し
、
紳
職
と
成

p
.
祇
園
の
枇
鋭
を
践
し
、

八
坂
枇
と
せ
し
か

E
.
氏
子
・
枇
総
等
・
な
き
紳
枇
な
る
に
依
っ
て
、

泉
野
紳
枇
へ
合
併
の
岡
田
螺
臨
よ
り
建
せ
ら
れ
し
が
、
近
所
の
商
家
共

よ
り
願
に
依
っ
て
、
位
殿
共
の
ま
h
建
て
置
き
、
無
格
祉
と
定
め
ら

に
、
光
仁
天
皇
賞
組
元
年
六
月
甲
寅
.
祭
a
疫
紳
於
京
師
四
隅
畿
内
十

堺
?
な
ど
見
b
た
り
。
内
侍
所
御
紳
祭
式
に
、
韓
一
脚
之
事
。
索
謹
雄
寧

子
也
。
有
昌
帝
基
安
泰
之
寄
吋
故
宮
中
祭
v
之
。
と
あ
る
故
に
や
、
困
韓

紳
枇
は
疫
一
脚
を
肥
り
銀
め
ら
れ
た
る
よ
し
い
へ
れ
ど
、
伊
勢
貞
丈
雑

記
に
‘
六
月
嘉
鮮
の
視
は
、
平
城
天
皇
大
周
年
中
よ
り
始
り
て
、
少

彦
名
命
・
困
韓
…
脚
に
酒
餅
を
備
へ
奉
り

τ‘
疫
病
を
放
ふ
御
前
た
り

し
が
、
仁
明
天
皇
承
和
十
四
年
の
頃
、
二
一
脚
の
御
告
有
り
て
、
十
六

日
の
敢
に
よ
そ
へ
て
、
も
ち
ゐ
・
と
の
み
十
六
の
教
を
紳
に
備
へ
祭

り
給
ひ
、
年
続
も
嘉
鮮
と
改
元
あ
り
し
由
、
鴨
長
明
が
四
季
物
語
に

見
h
た
れ
ど
も
、
右
の
事
日
本
紀
を
初
め
‘
怒
菩
式
・
江
家
次
第
等
正

し
き
書
に
見
え
宇
‘
信
用
す
べ
か
ら
宇
と
い
へ
り
。
按
・
?
る
に
、
疫

病
を
新
鯖
す
る
に
紫
謹
烏
隼
を
い
へ
る
も
の
は
‘
備
後
風
土
記
に
載

せ
た
り
し
蘇
民
将
来
の
故
事
よ
り
起
れ
り
。
故
に
世
俗
問
答
の
紙
困

曾
の
僚
に
も
、
此
の
祭
の
日
間
保
京
極
慌
て
粟
の
御
飯
を
奉
る
は
‘

蘇
民
将
来
の
由
緒
あ
り
と
承
る
。
祭
は
天
治
元
年
六
月
に
始
り
し
也

と
あ
り
て
‘
天
治
は
崇
徳
天
皇
の
御
世
な
り
。
但
し
天
治
元
年
に
始

る
と
い
ふ
は
非
・
な
ら
ん
。
概
闘
祉
の
起
原
は
‘
そ
れ
よ
り
さ
き
既
に

内

閣

時

V

鎗
立
あ
り
と
見
ね
て
、
百
一
鰍
抄
に
‘
後
冷
泉
天
皇
永
承
七
年
五
月
廿

金
滞
古
蹟
志
巻
十
九

O 

れ
、
修
繕
方
等
近
越
の
商
家
共
よ
り
な
し
け
る
と
ぞ
。
組
尾
記
に
一
式

ふ
。
犀
州
紙
闘
の
別
営
は
、
本
山
山
伏
願
行
寺
と

τ.
利
家
卿
嘗
園

入
部
の
頃
、
越
前
府
中
よ
り
召
連
れ
ら
れ
、
緒
所
に
居
を
し
め
、
迭

に
金
津
泉
野
に
一
宇
を
治
立
し
、
紙
困
枇
と
披
し
、
御
寄
附
の
長
刀

を
持
ち
停
へ
‘
今
猶
堂
宇
陀
掛
け
置
き
た
り
。
と
い
へ
り
。
今
按
・
ヂ

る
に
、
金
滞
市
民
爾
祇
園
と
て
、
犀
川
・
漉
野
川
の
雨
所
に
一
位
宛
肥

れ
り
。
紙
困
祉
は
牛
頭
天
皇
と
稽
す
れ
ど
、
共
の
賞
疫
紳
を
舵
り
銀

め
た
る
た
れ
ば
、
藩
組
利
家
卿
蛍
園
入
部
の
は
じ
め
、
修
験
行
者
の

山
伏
共
を
し
て
、
祇
園
牛
頭
天
皇
の
紳
盤
を
舵
り
鎮
め
ら
れ
た
る

も
、
金
滞
市
中
疫
病
の
新
橋
を
命
ぜ
ら
れ
し
よ
り
起
り
た
る
た
ら
ん

-刃。O
祇
園
曾
事
略

紙
園
舎
の
滋
筋
を
考
ふ
る
に
‘
日
本
紀
に
、
崇
紳
天
皇
五
年
.
岡
内

多
=
疾
疫
↓
民
有
a
死
一
亡
者
↓
且
大
卒
突

e

と
あ
り
て
、
天
皇
い
た
く
憂

ひ
給
う
て
、
夢
想
の
紳
託
を
路
一
脚
に
乞
ひ
給
ひ
、
そ
の
告
に
任
せ
祭

り
鎮
め
給
ひ
、
使
別
祭
=
八
十
寓
群
紳

a

仰
定
a
Z
八
位
園
枇
及
紳
地
紳
戸
吋

於
v
是
疫
病
始
息
。
圏
内
漸
説
。
五
毅
既
成
。
百
姓
儲
之
。
と
あ
る
‘
是
そ

の
起
原
也
。
是
よ
り
し
て
後
々
疫
紳
を
犯
ら
し
め
給
ひ
、
続
日
本
紀

丸
田
e

犬
山
女
寺
東
寺
新
法
a
融
一
枇
刊
行
a
御
鍵
曾
?
依
曹
可
v
止
昌
疫
疾
-
御
示

現
畠
也
e

世
名
目
昌
祇
園
駐
吋
と
見
h
、
諸
紳
記
K
、
夫
総
三
年

a

以
昌
紙

圏
一
批
-
錆
a
日
吉
末
枇
コ
蹴
園
牛
頭
冨
へ
皇

4

初
霊
a
跡
於
播
勝
明
石
浦
吋
移
a

庚
峰
二
長
後
移
a
北
白
川
東
光
寺
プ
英
後
陽
成
院
御
宇
移
昌
感
紳
院
二
位

宜
日
.
我
天
竺
祇
園
精
舎
守
護
紳
一
再
々
。
故
鋭
昌
紙
闘
枇
吋
と
あ
り
。
ま

た
紙
闘
曾
と
て
、
紳
輿
を
か
き
出
し
、
大
路
を
紳
幸
し
、
風
流
の
立

物
山
危
ど
を
出
し
け
る
事
は
‘
中
原
康
宮
記
K
.
賓
徳
一
万
年
十
二
月

七
目
。
紙
闘
御
輿
迎
也
云
ぺ
如
v
例
三
基
令
v
尚
昆
御
旗
所
-
給
一
1

鉾
山
以

下
風
流
如
且
先
三
渡
a

四
僚
大
路
吋
十
四
日
祇
園
祭
砲
也
。
紳
幸
如
v
例

風
流
山
笠
梓
巴
下
波
昌
三
僚
大
路
プ
な
ど
見
h
た
り
。
今
世
諸
国
の
悶

舎
に
も
、
祇
園
命
と
て
御
輿
を
か
き
出
し
‘
紳
幸
の
式
を
な
し
け
る

も
の
お
皆
京
都
の
紙
園
曾
に
摸
擬
せ
し
か
ど
、
金
揮
の
紙
闘
に
は
む

か
し
よ
り
出
典
の
式
は
た
く
‘
毎
歳
六
月
紙
闘
曾
と
稽
し
、
祭
砲
を

な
し
け
り
。
奮
藩
の
頃
は
大
暑
の
時
候
た
る
が
故
に
、
鰭
人
夕
涼
み

が
て
ら
暁
景
よ
り
群
集
し
て
、
往
来
も
成
り
難
き
程
な
り
し
故
、
築

物
等
の
商
人
も
路
傍
へ
出
応
を
た
し
、
そ
の
賑
ひ
い
は
ん
か
た
な

し
。
然
る
に
明
治
五
年
郷
村
祉
の
直
別
を
立
て
ら
れ
し
比
、
犀
川
紙

困
祉
は
氏
子
も
た
く
・
従
来
山
伏
願
行
寺
の
持
駐
に
て
、
永
績
の
見




